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c 17 傷ﾀﾄ私在社験-^ r- J.-Iり瀦ゑ泌, 南脂血直7,･よび肝爽罵､柘吏孝の比較

　　　　　　　　日峯女大吉皮　o 丸み千寿-h･　南見傅吋

　　　　　　　　筑沢大嵐　　　　山下亀次郎

〔目的月m際ｲ巳れ/k・､す-C濤外駈鳶｡限験l有する名（l-i^し１いいべヽ、/食ヽ物摂R i^鴫係の

探い泉病の発衣と海外駐在死滅ヒの哨.1つV につぃて農奴すること包目的としrこ。

〔^yi､〕M い年ワ月1-、£大手商紅の東方本紅に所属ずるを男性瓦買i7.^t.3Jl, （平

吻年令≪o 戈to お月八な巻｡ヒし■C , ^ゑ病（-）M）, 徊W血症（H L) , 肝求息（6^

肝炎□

回教、駐在喝破午々、現年冷、発疹呼嘲I'調べみ･. 3 Tこ、対照むに　I ^ ? 7年2.月尾f£

の海外駐在名。駐鳶地^調べT-≫ 政基地､i、a -＼3 ､ツパノノjI-t,ヽよび蒙軋北米、r 嘲米、

甲佐東、アフリカ、アジア、オゼアユ､アの8 兇喊に分賎しひ。

（,≪≪.）/4ヽ男性紅貰・うち, ぞ）M 2祠?名, 月L ノ8ぢλ. H / ≪? 名t" あり、毎ヽ泉丸､の

発症車r- iz^バなヵしアこ。とこうo＼" 海外駐在中£ヽよび駐在一後に発露し仁渚n, P M群奴3

痢　H 乙群6 3、2 y., H群ぶ7､7 %で■H L群・免吏辛川

のa:人数i--ついて泥直時期-^比較するi: .　H群､t駐在､ﾔめあ永､べ･2S-, 7 χ^ ＆め. 他口

ペス尚い禿症希であ■, 仁.これt 地域別に氏軟T -5と、ヨベコ-ハり(J もtM畔（2O.0 幻

とhμ( 2.5、0 % ）If)駐在^更衣辛バ裔く. わ勾籾iH群の駐5&ﾅ発走幸ヽごii-S､タμと%

し（為ヵヽつT--。県政鳩-i^年令臨卜疾､患､間に菜がヽなvヽバ--。現年令･1 DH群よ'; H L 群･ヽぐｲ氏

くとfくθ､"■2-）, H し群心中で' ti申3t 象舷在渚, H瀞い吋哨米駐雍匯､歌着A-v｀最い低ヵヽ・i--.

　このようI-。海外駐在一鴫成l" c
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ラッド刎お質代諭異常の改善に有効な食＆り検索

　　　　福岡女子大蒙政　　　長　修司

〈i 的t 方培〉演考I* fl^す。代謝異牛を改善すa食品や検索左行っ-c いろ。今回I* , 子

防勤果べ｀あ3と思われる小麦Ｊヽt まをはL"･め。呼種類・食品を/o仰瑳度て≒nレステa ―

ルヒコール齢き令心食餌に滞卸しマウA 7.ター系itラｙトにぷえ。, ^週問和有した。一夜
昶食後断頭房殺レ，Jfe清。肝臓ちょが禽の各脂質'^を測定した。

く肆果）④小麦ふｉま，全数小麦粉峰加I- Jrリ血清の総コしズテロ- 七（T C）値･ま低下

レた。④しめじ'，えのざ茸沸加によソ肝臓肥丈μ’軽磯之れ，肝臓TC-tt 蕩しく低下む応。

③むきぇ叙沸f・･こよ')'血清TC値刈低Tし，6乙清HDLコレズテa
~ /し/と-C とe)fct/4＼"

漕が。した。ｅ小麦ふ浦ま，しめし-i ･りさ茸７･･'ま,鳶中へ<r>トングリセクト（Tりq,排泄
量バ*! u ，食餌T啄・消化DyJlK幸き低下さ-eだ。ま覧,あさソ食ラットゲ貧餌ア百り）05吹

李も侭下したバΞ）いかと4 之&うツトの血清TC とT俘レa' il.it対Ｆ群と比べ7 俘下し，

血希日J）L コレステロ- >レ-^aさに上昇した。R *ヽじ‘め食ラットり捕食量と肝臓重量･言対

照ラヅトt fctベz噌ヵ。しt-べ，肝臓あヽよが血清・ふ脂1"↑･こ変化･よ￥>れな≠。つた。

⑦コーンミ- /レあ3LIぼあずきのさらし発心か簑加し1.も，血清と肝4蔵り各脂噴量,こ差は

みｰられなP＼った。③あから丿zU いそ, Iこんむ七あ3 り19 みかんき超与しをランドの肝臓と
血積りお貰レペ｀ノレ･こ,特徴的な音を刈々-られた。

く懸琳）各食＆の知果I* '食品t ■5>^々･り政令がヽ伴吻で･相亙に作用しを祐果で･あリ。だ

の接序/3C複軽T哺3．


